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１．まちづくりの目標 

（1） 魅力あふれるコンパクトなまち  

 

（2） だれもが移動しやすいまち  

（3） みんないきいき暮らせるまち  

（4） 自然ゆたかな水とみどりと花のまち  

２章 まちづくりの目標  
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（5） 那覇らしい歴史や文化の薫るまち  

（6） 観光 ・経済が躍動するまち  

 

（7） 災害に強くしなやかなまち  

 

（8） 人と地球にやさしいまち  

 

（9） 持続可能な都市経営ができるまち  



 

34 那覇市都市計画マスタープラン 

２．将来都市構造 
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① ゾーン 

名 称 役 割（暮らし・生活の風景） 

複合機能ゾーン 
県都として沖縄県全体の経済を牽引し、日常・非日常問わず必要なモ
ノ・コトが揃うとともに、創造的な活動や暮らしが実現できるゾーン 

都市型居住ゾーン 
公共交通をはじめ生活利便性が高く、日常的なモノ・コトが不自由な
く揃い、快適な暮らしが実現できるゾーン 

庭園型居住ゾーン 
自然環境を身近に感じ、落ち着きのある成熟した市街地が形成され、
日常的なモノ・コトが適度にそろう、ゆとりを楽しむ暮らしが実現で
きるゾーン 

ウォーター 
フロントゾーン 

海辺や川辺空間を活かした観光・交流機能やオフィス機能が集積し、
都市的環境と自然環境の両方を活かした暮らしが実現できるゾーン 

交易交流ゾーン 
臨港・臨空の地理的ポテンシャルを活かした物流機能や観光・交流機
能など、多様な機能が集積することで相乗効果を発揮し、都市活動を
支えるゾーン 

② 都市の拠点 

名 称 役 割 

中心拠点 
広域的な商業機能や観光・交流機能、文化芸術機能、業務機能、行政
機能などが高密度に集積し、沖縄県および本市の経済、産業などの中
枢的な役割を担う拠点 

副次拠点 中心拠点の機能を補完する役割を有する拠点 

地域拠点 地域の交通の起点で生活利便に資する機能が集積する拠点 

商業拠点 特徴的な商業施設としてにぎわいと活力が集積する拠点 

歴史・文化拠点 様々な歴史・文化遺産を有し、本市の文化の拠り所となる拠点 

自然・レクリエーション 
拠点 

緑や水辺などの自然環境を活かしたレクリエーションの拠点 

交通拠点 空港・港など、本市のゲート空間として人・モノが集積する拠点 
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③ 都市の軸 

名 称 役 割 

都市の活動軸 
人やモノが行き交い、広域的な交通需要を支える都市の骨格を表す道路
軸 

広域都市軸 本市と周辺都市をつなぐ広域的な公共交通軸 

地域連携軸 市内や隣接市町の拠点間をつなぐ、主に地域内の移動を担う公共交通軸 

交流補完軸 
県外・国外の玄関口である空港や港などと、市の中心部をつなぐ公共交
通軸 

シンボル軸 
（シンボルロード） 

本市の歴史・文化の展開軸 
（港町那覇と王都首里をつなぐシンボルロード） 

水とみどりの骨格 
環境・景観・レクリエーション・防災などの機能を持ち、都市を支える
自然環境の骨格 
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３．取り組みの視点 

（１） 多様な主体との協働を進める視点 

（2） 都市の価値創造の力を向上させる視点 

（3） 時代を超えて未来へつなげるまちづくりの視点 

（4） 広域都市圏や県都としての連携と分担の視点 


